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【公民館による事業評価】

《判定例》
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ
Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ or

Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

事業名 人間がつける動物の命の値段（講演会）

【公民館作成】　事業評価資料　　 中 央 公民館 № 1

ジャンル 家庭教育　　　　・　　　　青少年教育　　　　・　　　　成人教育　　　　・　　　　団体育成

事業分類 実際生活に即する教育　・　学術及び文化に関する各種の事業　（社会教育法第20条「公民館の目的」より）

事業意図 住民の教養の向上　・　健康の増進　・　情操の純化　（社会教育法第20条より）

市広報，公民館だより．ホームページ，ポ
スター，LINE，マチコミメール等

事業目的 生活文化の振興　・　社会福祉の増進　（社会教育法第20条より）

日程 令和６年７月２７日（土） 講師
体験型動物園iZoo園長

爬虫類研究家
白輪　剛史

参加費 ０円

対象者 小学５年～中学生と保護者
動物一般に興味がある成人

参加者数
(延べ）

３９人 募集方法

趣旨

　本来の生息地から遠く離れた場所へ連れて来られ，ペットとして飼育される外来生物や危険生物が捨てられ
たり，逃げ出したりといった事件が起こる度，恐れられる動物達。果たして彼らは悪ものなのか？彼らの命
は，彼ら自身のものではないのか？カミツキガメの一大生息地として知られる印旛沼。わたし達の身近でも起
きている問題について，専門家から学び，佐倉の将来を担う子ども達が家族と一緒に学び，話し合い，郷土で
ある佐倉への関心を持ってもらう契機とする。

内容

　2021年に横浜で起きたアミメニシキヘビ脱走事件の名探偵であり，TVでも活躍されている体験型動物園
iZOO園長，爬虫類研究家である白輪剛史氏による講演。私たちの身近でも起きている外来生物の問題について
専門家の知識と経験からお話いただく。また，動物商でもある講師から，知られざる動物取引の世界について
もお話いただき，改めて動物の命について考える契機とする。
　

工夫

【チラシの工夫】
　・目につく色を使用，講師の説明として，講師の写真・「御著書多数」・「TVでもご活躍」，リード文の記
載等
【周知の工夫】
   ・LINEの配信時間の工夫（他の市のLINEがあまり配信されない時間に配信設定）
　・他課への協力依頼「『子育て支援ガイドブック』子どもと親のサークルに掲載のある，親子で参加される
活動をしている団体」へのメール案内等々

成果
　アンケート回答では半数以上が満足と回答くださり，また，様々な感想を寄せてくださり，命について改め
て考えるという講座の目的は達成し得たと考える。

課題

　アンケートでは，大人から「子どもには難し過ぎる」等の感想がある一方，子どもから「すごいおもしろ
かった」という感想もあった。
　「『難しい内容』は，本当に子どもには無理なのか？」言い換えれば「大人が考えるところの子ども向け，
『子ども仕様』に企画した内容」で子どもの好奇心を十分満たすことは出来るのか？
　担当としては，子ども達の理解する力や可能性を信じ，子どもの好奇心を満たすために「子ども向けの講座
でも『子ども仕様』にしたくない」という思いがあっても，公民館の事業としては「子ども向けの講座は『子
ども仕様』にする」ことが好ましいのかもしれない。
　こうした両立し難い点について，その他の諸条件（予算，講師等々）も勘案しながら，いかなる落としどこ
ろを見つけて事業を企画していくのか？は，今後の大きな課題である。

項目 評価 視点

必要性 B ・公民館が行う必要があるか。　　　　　　・目的や役割が薄れていないか。
・市民や利用者のニーズに合っているか。　・事業の休止・廃止した場合の影響は大きいか。

優先性 A ・事業の優先度は高いか。

公平性 A ・対象者に情報は流れているか。　　　　　・受益者負担はあるか(実費・教材費）

有効性 A ・期待通りの成果が得られているか。
・さらに成果を高めるためにやり方の見直しは必要か。　　・市民の満足度は高いか。

効率性 A ・事業の効率性はどうか。　　　　　　　　・他事業との統合は考えられるか。
・事業運営に学習者が参画しているか。

総合評価 A 　A：適切で成果が得られている。　　　　B：課題あり，成果はある程度ある。
　C：課題あり，成果があまりない。　　　D：成果が得られていない。

特記

　　良い　 　A　　　B　　　C　　　D　    良くない

次年度展望 ⑤ 　①：事業拡大　　　　　　　　　　　　 ②：現状規模で継続　　　　　　　③：事業縮小
　④：目的達成により終了　　　　　　　 ⑤：統合・改善・その他

《凡例》
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令和６年度 佐倉市公民館運営審議会事例発表会

家庭教育事業 🐢 🐢
「人間がつける動物の命の値段」

🐢 🐢🐢

「
中央公民館 🐢
田中 さくら子

🐢
🐢🐢 🐢
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本事業について

🐸１ 事業のきっかけ及び事業実施に至る経緯

🐸２ 事業の概要

🐸３ 事業の実施に向けて

🐸４ 事業の成果と課題 今後に向けて
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🐸１ 事業のきっかけ及び事業実施に至る経緯

２０２１年に横浜で起きたアミメニシキヘビ脱走事件（ペットのヘビが脱走し，見
つからぬまま捜索が打ち切られた後，ヘビが逃げ出したアパートの屋根裏で発
見された事件）を解決した専門家の「知識と経験に基づいた推理」に感動した
担当が，白輪氏に講演を依頼出来ないか？と考えたのが発端。

TV出演もされている方なので無理と思ったが，「私に出来ることなら・・・」と
快諾くださった。

「ぜひ，子ども達と保護者の方に聞いて欲しい！」と家庭教育事業 として企画
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🐸２ 事業の概要
★講座名 「人間がつける動物の命の値段」

★講師 体験型動物園iZoo園長 爬虫類研究家 白輪 剛史氏

★募集対象 小学生と保護者 ５０組

★学習内容 カミツキガメの一大生息地として知られる印旛沼。
わたし達の身近でも起きている外来種や危険生物の問題に
ついて専門家から学ぶ。

★実施日 ７月２７日（土）１０：３０～１２：００

（次ページへ続く）
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🐸２ 事業の概要（続き）

【開設趣旨】
佐倉の将来を担う子ども達が家族と一緒に学び，考え，話し合う機会

とする。また，郷土である佐倉への関心を持ってもらう契機とする。

ペットとして飼育される外来生物や危険生物が，捨てられたり，逃げ
出したりといった事件が起こる度，悪もののように恐れられる動物達。
彼らの命は，彼ら自身のものではないのか？
カミツキガメの一大生息地として知られる印旛沼。わたし達の身近で

も起きている問題について，新しい視点で考える機会とする。

知られざる動物取引の現実と裏側の世界について解説＆白輪先生が
「『子ども達＆保護者』へ伝えたいこと」と併せてご講義いただき，子
ども達と保護者が「命について考え，話し合う」契機とする。
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🐸３ 事業の実施に向けて

【周知方法】
・市の施設へのポスター，チラシの設置，市内商業施設へのチラシ設置
依頼・ホームページ・広報・じゅにあ

・LINE（２回）※配信される時間も工夫

🦎ボーイスカウト団体（※※）へのメール案内（こども政策課へ依頼）
※※「子育て支援ガイドブック」子どもと親のサークルに掲載の親子

で参加される活動をしている団体

🦎周知する中で，アミメニシキヘビ脱走事件を覚えている大人の方が興
味を示してくれることが度々あった為，対象を拡大し，「動物に興味
がある一般の方も参加可能」とした

（次ページへ続く）
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🐸３ 事業の実施に向けて（続き）

【チラシについて】

目立つ色合いで，読みやすいように隙間を大切に，文字を最小限に絞り，
「シンプル・イズ・ベスト」を目指して作成したが，改良していった・・・

🦎講師の説明を加筆（御著書多数！！TVでもご活躍！！を加えた）

🦎講座内容がわかり易いように，リード文を入れた

結論・・・「シンプル・イズ・ベスト」
情報（≒文字）は最大限に記載する方が良い！！

（次ページへ続く）

9



🐸３ 事業の実施に向けて（続き）

🦎「チラシ改良前」 🦎「チラシ改良後」
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🐸４ 事業の成果と課題 今後に向けて

【当日の様子】
参加者３９人（お子さんの人数 ２１人）

（次ページへ続く）
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🐸４ 事業の成果と課題 今後に向けて（続き）
アンケート結果 アンケート提出者数３３人 / 参加者３９人
【参加したお子さんの学年】

【講座を知ったきっかけ】
・チラシ：５，・広報：４，・LINE（２回）：３，・ホームページ：１
・友達・友人に聞いた：４，・親に教えてもらった：２，市民カレッジ：２
・じゅにあ：１０←「学校からのお知らせ」の類で明確に判別しきれないものは，じゅにあにカウント
【満足度】

小学４年生
以下

小学５年生 小学６年生 中学１年生 中学２年生 中学３年生 合計（人）

５ ９ ２ ３ ０ ２ ２１

満足 やや満足 やや不満 不満 記載なし 合計（人）

１８ ６ ４ ０ ５ ３３

（次ページへ続く）
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🐸４ 事業の成果と課題 今後に向けて（続き）

【反省点】
🦎家庭教育講座は ➡ 「集客難易度が高い」

●理由：大人と子どもが一緒に参加しなければならない
＆子どもの年齢（しかも，年齢幅が狭い）が設定されている

今回の様な「『面白可笑しいテーマ』でないテーマ」は集客面を考え，
➡「興味があれば子どもも参加可能」として「成人教育講座」とした方

が良かった。

🦎講師へ「映像必須」でお願いした方が良かった。映像が無かったことで
「講座の満足度」に影響があったとすれば，先生に大変申し訳なかった。

（次ページへ続く）
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🐸４ 事業の成果と課題 今後に向けて（続き） アンケート結果 大人

（次ページへ続く）
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🐸４ 事業の成果と課題 今後に向けて（続き） アンケート結果 大人

（次ページへ続く）
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🐸４ 事業の成果と課題 今後に向けて（続き） アンケート結果 子ども

（次ページへ続く）
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🐸４ 事業の成果と課題 今後に向けて（続き） アンケート結果 子ども

（次ページへ続く）
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🐸４ 事業の成果と課題 今後に向けて（続き） アンケート結果 子ども

（次ページへ続く）
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🐸４ 事業の成果と課題 今後に向けて（続き） アンケート結果 子ども

（次ページへ続く）
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🐸４ 事業の成果と課題 今後に向けて（続き）

【成果】
大人の「子どもには難しすぎる」という意見がある一方，「すごいおもし
ろかった」「また同様の講座を」「ギモンが解消しました。第一線でご活
躍されている先生のお話を聞けてよかった」等，満足してくれている子ど
も達が（もちろん，個人差はあるとしても）確かに存在する。

子ども達は，大人が思う以上に様々なことを考えており，
理解する力もあり，大きな可能性を持っているのでは？？

（次ページへ続く）
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🐸４ 事業の成果と課題 今後に向けて（続き）

【課題】
「難しい内容は，子どもには無理なのか？？」
「子ども仕様に企画した内容で，
子どもの好奇心を十分満たすことは出来るのだろうか？？」

担当としては，子ども達の理解する力や可能性を信じ，子どもの好奇心
を満たすために「子ども向けの講座でも『子ども仕様』にしたくない」と
いう思いがあっても，公民館の事業としては「子ども向けの講座は『子ど
も仕様』にする」ことが好ましいのかもしれない・・・。

こうした両立し難い企画の困難さについて，その他の諸条件（予算，
講師等）も勘案しながら，いかなる落としどころを見つけて事業を企
画していくのか？ということは，今後の大きな課題と考える。
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🐢 🐢
🐢

🐢 🐢

ご清聴ありがとうございました。

🐢
🐢

🐢

🐢 🐢
🐢
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【公民館による事業評価】

《判定例》
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ
Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ or

Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

ジャンル 家庭教育　　　　・　　　　青少年教育　　　　・　　　　成人教育　　　　・　　　　団体育成

日程
（１）令和６年　７月２０日（土）
（２）令和６年　８月　２日（金）
（３）令和６年１２月２０日（金）

講師
（１）和田はたおり保存会
（２）手芸教室講師及び生徒
（３）中央公民館職員

参加費
（１）（３）無料
（２）３００円

実際生活に即する教育　・　学術及び文化に関する各種の事業　（社会教育法第20条「公民館の目的」より）

住民の教養の向上　・　健康の増進　・　情操の純化　（社会教育法第20条より）

生活文化の振興　・　社会福祉の増進　（社会教育法第20条より）

事業分類

事業意図

事業目的

事業名 佐倉っ子塾　伝統文化体験講座

和田 公民館 № 2【公民館作成】　事業評価資料　　

（１）広報誌
（２）和田小学校児童の保護
者へ周知

趣旨 身近で親しみやすい伝統や文化等の体験学習を通じて創造力を育む。

内容

（1）はたおり親子体験
（2）夏休み手芸体験教室
（3）しめ飾り講習会（和田小学校４・５年生１１名を対象に授業で実施）

対象者
（1）市内小学3年生～中学生
　　とその保護者
（２）和田小学校児童
（３）和田小学校４・５年生（授業）

参加者数
(延べ）

（１）１９人
（２）　８人
（３）１１人

募集方法

成果
身近で親しみやすい伝統や文化を体験することにより創造力を育むことができた。地域の伝統文化を題材と
することで地域の伝統文化の発信や次世代への伝承を行うことができた。また、地域で長く活動する団体等
に講師としてご活躍いただきながら、地域や世代間の交流が図れた。

課題
高齢化率の上昇及び地区の児童数（若年人口）の減少により、事業を支える団体の育成（維持）や安定した
参加者の確保が課題である。

評価 視点項目

必要性

優先性

公平性

有効性

効率性

総合評価 B

工夫
①地域の伝統文化を題材とし、地域の伝統文化の発信や次世代への伝承を行っている。
②地域で長く活動する団体等に講師としてご活躍いただきながら、地域や世代間の交流を行っている。

　A：適切で成果が得られている。　　　　B：課題あり、成果はある程度ある。
　C：課題あり、成果があまりない。　　　D：成果が得られていない。

A

A

A

B

B

・公民館が行う必要があるか。　　　　　　・目的や役割が薄れていないか。
・市民や利用者のニーズに合っているか。　・事業の休止・廃止した場合の影響は大きいか。

・事業の優先度は高いか。

・対象者に情報は流れているか。　　　　　・受益者負担はあるか(実費・教材費）

・期待通りの成果が得られているか。
・さらに成果を高めるためにやり方の見直しは必要か。　　・市民の満足度は高いか。

・事業の効率性はどうか。　　　　　　　　・他事業との統合は考えられるか。
・事業運営に学習者が参画しているか。

次年度展望 ② 　①：事業拡大　　　　　　　　　　　　 ②：現状規模で継続　　　　　　　③：事業縮小
　④：目的達成により終了　　　　　　　 ⑤：統合・改善・その他

　　良い　 　A　　　B　　　C　　　D　    良くない

特記

《凡例》
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令和６年度 佐倉市公民館運営審議会事例発表会
青少年教育事業：佐倉っ子塾 伝統文化体験講座

①はたおり親子体験
講師：和田はたおり保存会

②夏休み手芸体験
講師：手芸教室

【趣旨】身近で親しみやすい伝統文化等の
体験学習を通じて想像力を育む

和田公民館 古山 毅彦
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・はたおり親子体験（８月２日）

・小学生の社会科見学対応５件

・ＪＲ市民ギャラリー展示（８月２３日〜９月６日）

・和田工芸講座９月〜１１月（全３回）

・市制施行７０周年記念式典記念品の作成

はたおり保存会活動の様子
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①令和６年度はたおり親子体験

実施時期
令和６年７月２０日（土）
（午前の部 午前１０時〜 正午）
（午後の部）午後 １時〜午後３時）

募集方法 こうほう佐倉で募集（７月１日号）
※電話申込のみ（先着順）

実施対象 小学３年〜中学生とその保護者
（中学生は生徒のみの参加可）

募集組数 １２組（午前６組、午後６組）※先着順

申込者数
(参加者数)

午前５組１２名
午後３組 ７名（１組は当日欠席）
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令和６年度はたおり親子体験（受講の様子）

綿繰り 糸とり 機織り
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手芸教室の様子（和田公民館主催事業）
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②令和６年度夏休み手芸教室

実施時期
令和６年８月２日（金）
午前１０時〜午後２時

募集方法 和田小学校保護者へ募集案内を配布

実施対象 小学１年生〜6年生
募集人数 １０名
申込者数
(参加者数)

８名（８名）
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令和６年度夏休み
手芸教室
（受講の様子）
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③令和６年度しめ飾り講習会
（令和６年１２月２０日（金））

成果
・身近で親しみやすい伝統文化等の体験学習を通じて想像力
を育むことができた
・地域の伝統文化を題材とすることで、地域ので伝統文化の
発信や次世代への伝承を行うことができた
・地域で長く活動する団体等に講師としてご活躍いただきな
がら、地域や世代間の交流ができた

課題
地域の高齢化率の上昇や児童数（若年人口）の減少により、
事業を支える団体の育成（維持）や安定した参加者の確保
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【公民館による事業評価】

《判定例》
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ
Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ or

Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

ジャンル 家庭教育　　　　・　　　　青少年教育　　　　・　　　　成人教育　　　　・　　　　団体育成

日程 令和6年10月10日（木） 講師
佐倉みどりの基金理事・自然観

察指導員　井上 隆夫
参加費 無料

実際生活に即する教育　・　学術及び文化に関する各種の事業　（社会教育法第20条「公民館の目的」より）

住民の教養の向上　・　健康の増進　・　情操の純化　（社会教育法第20条より）

生活文化の振興　・　社会福祉の増進　（社会教育法第20条より）

事業分類

事業意図

事業目的

事業名 佐倉学入門講座　弥富自然散策観察会

弥富 公民館 №【公民館作成】　事業評価資料　　

こうほう佐倉・佐倉市公式
LINE・チラシ・ポスター

趣旨
弥富地区の豊かな自然・植生・野草・史跡等を散策・観察し、ふるさとへの関心を高め、気軽に楽しみつ
つ、現地の散策・観察会を通して、郷土を学ぶ機会とする。

内容
佐倉市飯塚を散策し、野草や樹木等の自然を観察する。また、皇座霊神社の屋内にある図画・絵馬を見学す
る。

対象者
（原則）市内在住・在勤

の成人
参加者数
(延べ）

6人 募集方法

成果

当日は天気がすぐれず皇座霊神社を出たところで雨足が強くなり、来た道を引き返す形で中断したが、参加
者からは「その場で質問できるのが良かった」「親切に指導していただき、良かったです」「ゆっくりした
ペースで、じっくり見物できて良かったです」「知らなかったことを知ることができて楽しかった」と、お
おむね好評であった。

課題

トイレ休憩を入れなかったが、皇座霊神社の絵馬が飾られていた建物の中でトイレ休憩が出来そうとのこと
ですので、次回から採り入れる。
また、散策コースが毎年同じようなものになりマンネリ化しがちになるので、講師や地元のかたにおすすめ
コースを紹介または提案してもらうなど、当方でも目新しいものを取り入れる努力が必要である。

評価 視点項目

必要性

優先性

公平性

有効性

効率性

総合評価 A

工夫
広報面での工夫になるが、募集記事をこうほう佐倉、佐倉市ホームページだけではなく、佐倉市公式LINE、
ちいき新聞にも掲載し、また、市内公共施設だけではなく商業施設にもチラシ・ポスターの掲示を依頼し
た。

　A：適切で成果が得られている。　　　　B：課題あり、成果はある程度ある。
　C：課題あり、成果があまりない。　　　D：成果が得られていない。

A

A

A

A

A

・公民館が行う必要があるか。　　　　　　・目的や役割が薄れていないか。
・市民や利用者のニーズに合っているか。　・事業の休止・廃止した場合の影響は大きいか。

・事業の優先度は高いか。

・対象者に情報は流れているか。　　　　　・受益者負担はあるか(実費・教材費）

・期待通りの成果が得られているか。
・さらに成果を高めるためにやり方の見直しは必要か。　　・市民の満足度は高いか。

・事業の効率性はどうか。　　　　　　　　・他事業との統合は考えられるか。
・事業運営に学習者が参画しているか。

次年度展望 ② 　①：事業拡大　　　　　　　　　　　　 ②：現状規模で継続　　　　　　　③：事業縮小
　④：目的達成により終了　　　　　　　 ⑤：統合・改善・その他

　　良い　 　A　　　B　　　C　　　D　    良くない

特記

《凡例》
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佐倉学入門講座

弥富自然散策観察会

佐倉市立弥富公民館
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今日の発表

①講座の概要

②実施内容

③工夫したところ
（参加者募集で）

④成果と課題・対策

⑤今後に向けて
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①講座の概要

沿革（簡潔に…）

平成18年度には「ふるさと弥富散策会」として実施されていた
平成18～21年度は年3回（春２回と10月または11月に１回）
平成22～29年度は春（主に３月）
平成30年度～令和2年度 諸般の事情で中止
令和３年度～ 佐倉学入門講座として

「弥富野草散策観察会」の名称で再開
なお、令和３年５月14日実施の「弥富野草散策観察会」の一部模様は
YouTube「佐倉市生涯学習チャンネル」にも公開しています。
令和５年度～ 野草だけではなく弥富の自然全体をテーマと

したいため「弥富自然散策観察会」と名称変更
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①講座の概要（つづき）

趣旨 弥富地区の豊かな自然・植生・野草・史跡等を
散策・観察し、ふるさとへの関心を高め、散歩のように
気軽に楽しみつつ、現地の散策・観察会を通して、
郷土を学ぶ機会とする。

日時 令和６年10月10日（木）9時～11時
（当初は10月８日（火）9時～正午の予定だったが
雨天☔のため延期）

場所 佐倉市飯塚地区（皇座霊神社 など）
講師 佐倉みどりの基金理事・自然観察指導員 井上 隆夫 氏
対象 （原則）市内在住・在勤の成人
定員 10人 参加費 無料
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散策コース
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②実施内容

参加者 ７人（うち公民館運営審議会委員１人）
※参加予定者は応募者11人と公民館運営審議会委員３人だっ
たが、雨天による延期などにより最終的に７人となった。
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アオツヅラフジ

マルバツユクサ
ガマ

アケビ
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カラスウリの花

カラスウリの実

ヒヨドリバナ

ノブドウ
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ジョロウグモ

ナガコガネグモ
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皇座霊神社

応安３年
（1370）建立の
神社
明治期に描かれ
た寺社参拝図な
ど、多くの図画
や絵馬がある
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皇座霊神社を出たところで雨
足が強くなり、やむを得ず来
た道を引き返すことに…
（動画はイメージです）
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③工夫したところ（参加者募集で）

昨年10月にも同じ飯塚地区を散策する観察会を開催したが、
参加者が５名と少なかったので、広報活動に力を入れた。

・募集記事を下記の媒体に掲載した。
こうほう佐倉 ９月15日号
佐倉市ホームページ
佐倉市公式LINE
ちいき新聞 ９月13日号
※ちいき新聞の記事を見た他市のかた２人が散策に参加した。

・ポスター配架を公共施設のみならず商業施設にもお願いした。

なお、公民館運営審議会委員を除く参加者６人のうち、応募のきっかけは、
こうほう佐倉：２人 佐倉市ホームページ：１人
佐倉市公式LINE：１人 ちいき新聞：２人

49



④成果と課題・対策

参加者からのアンケート結果

○講座に参加して良かった点として
・その場で質問できるのが良かった。
・他市からの参加でした。親切に指導していただき、良かったです。
・ゆっくりしたペースで、じっくり見物できて良かったです。
・知らなかったことを知ることができて楽しかった。

○その他、ご意見をお聞かせください。
・市内で生まれ育ちましたが、当地へ初めて来ました。
・回数を増していただけると嬉しいです。
・次回の観察会も期待しています。
・雨で残念でした。次回お天気がよければ嬉しいです。
・トイレ休憩があるとよい。
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④成果と課題・対策（つづき）
課題
１．トイレ休憩を入れなかった
２．散策コースが毎年同じようなものになってマンネリ化しがちになる

対策
１．皇座霊神社の建物内部でトイレがあるとのことなので、次回からそこ

をトイレ休憩の場所とする
２．地元のかたにおすすめコースを紹介してもらうなど、当方でも目新し

いものを取り入れる工夫が必要

⑤今後に向けて
農村地域であり自然豊かである弥富地区の特性を生かした自然散策観察会は、
今後も「気軽に楽しく」をコンセプトに続けていきたい。
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ご清聴ありがとうございました。
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【公民館による事業評価】

《判定例》
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ
Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ or

Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

・事業の効率性はどうか。　　　　　　　　・他事業との統合は考えられるか。
・事業運営に学習者が参画しているか。

次年度展望 ② 　①：事業拡大　　　　　　　　　　　　 ②：現状規模で継続　　　　　　　③：事業縮小
　④：目的達成により終了　　　　　　　 ⑤：統合・改善・その他

　　良い　 　A　　　B　　　C　　　D　    良くない

特記

有効性

効率性

総合評価 A

工夫

〇ちば電子申請サービスでの申し込みの導入
〇スポーツ安全保険への加入（任意）
〇防災関連を講義に加え、地域に還元
〇校外学習・学びあい講座の復活

　A：適切で成果が得られている。　　　　B：課題あり、成果はある程度ある。
　C：課題あり、成果があまりない。　　　D：成果が得られていない。

A

A

A

B

A

・公民館が行う必要があるか。　　　　　　・目的や役割が薄れていないか。
・市民や利用者のニーズに合っているか。　・事業の休止・廃止した場合の影響は大きいか。

・事業の優先度は高いか。

・対象者に情報は流れているか。　　　　　・受益者負担はあるか(実費・教材費）

・期待通りの成果が得られているか。
・さらに成果を高めるためにやり方の見直しは必要か。　　・市民の満足度は高いか。

成果

〇９月に学習した防災の講座について、受講生が、自治会の方に話をした。
〇１１月に学習した健康維持の講座について、継続して実施している受講生が多数いる。
〇ちば電子申請サービスでの申し込みを導入し、DXを推進した。
〇校外学習・学びあい講座の復活させ、受講者同士の交流を図った。

課題
〇班活動に温度差が出ている。
〇受講生の入れ替わりが少ないので、講義内容に工夫が必要
〇受講生の高齢化が進み、色々な活動に支障が出ている。

評価 視点項目

必要性

優先性

公平性

こうほう佐倉・市ホームペー
ジ・チラシ・公民館だより等

趣旨
〇高齢化が進む社会の中で、郷土愛を育み、地域の中で連帯を持ちながら充実した生活が送れるよう、健康
の保持増進、歴史・文化、社会現象などを学ぶ場として、また交流の場として開設する。

内容

〇郷土の歴史や文化、健康づくり等の幅広い分野を学び、教養の向上と社会参加の推進を目的とし、また、
受講者同士の交流も図り、各種講座を実施しました。
①歴史・文化(佐倉の歴史等)　④校外学習（１月実施予定）
②防災
③健康づくり

対象者 ６０歳以上
参加者数
(延べ）

487人 募集方法

事業名 根郷寿大学

根郷 公民館 № 1【公民館作成】　事業評価資料　　

ジャンル 家庭教育　　　　・　　　　青少年教育　　　　・　　　　成人教育　　　　・　　　　団体育成

日程 ５月～３月　全１０回 講師
元根郷小学校

校長 諸根彦之氏他7名
参加費 400円

実際生活に即する教育　・　学術及び文化に関する各種の事業　（社会教育法第20条「公民館の目的」より）

住民の教養の向上　・　健康の増進　・　情操の純化　（社会教育法第20条より）

生活文化の振興　・　社会福祉の増進　（社会教育法第20条より）

事業分類

事業意図

事業目的

《凡例》

53



54



令和６年度 佐倉市公民館運営審議会事例発表会

成人教育事業

根郷寿大学

根郷公民館 菅原 久志 令和５年度１月学びあい講座
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【歴史】
昭和４５年１０月に開講
歴史・健康・生活等様々なジャンルの講座を実施
平成の始め頃までは、午前中講義をし、午後からサークル活動
を行っていた

根郷寿大学から生まれたサークル
シニアコーラス根郷（活動中） 寿バトポン（活動中）
レクダンス金曜会（休止） など

2
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【開設趣旨】
高齢化が進む社会の中で、郷土愛を育み、地域の中で
連帯を持ちながら充実した生活が送れるよう、健康の保
持増進、歴史・文化、社会現象などを学ぶ場として、ま
た交流の場として開設する

3
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【ねらい】
・学習の場を提供し、生きがいを持ち続けてもらう
⇒歴史・防災・健康等様々なジャンルの学び

・交流を広げる場を提供し、孤立することのないようする
⇒班活動を活発に行い、「知り合い」を増やし、お互いに学ぶことで、地域 に還元

4
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【募集】
●募集期間 令和６年３月１５日（金）〜４月５日（金）
●定 員 ８０人（多数時抽選）
●募集方法 ➀申込書に必要事項を記入し、返信用はがきを

添え公民館窓口へ持参または、郵送
②ちば電子申請サービスにアクセスし、
必要事項を入力

●広 報 こうほう佐倉３月１５日号 ホームページ
各公民館等で募集要項配架

5
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【今年度の講座内容】
令和６年度『根郷寿大学』講座予定表

回 日時 学習テーマ 学習内容 講 師

１
５/17(金)
10:00～12:00

開講式
オリエンテーション

・日程説明
・校歌の練習
・班長（副班長）の選出

公民館利用サークル「シニア
コーラス根郷」の皆様

２
６/21(金)
9:20-12:00

佐倉の歴史
（歴史・文化）

・佐倉の郷土の先覚者
津田梅子

元根郷小学校長
諸根 彦之 氏

３
7/19(金)

9:20-12:00
日常生活
（情報）

・ＤＸの推進について
（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ

→ﾃﾞｼﾞﾀﾙ技術）

株式会社ディーシーエム
社員

４
9/20(金)

9:20-12:00
日常生活
（防災）

・地域防災について
根郷小学校区まちづくり協議
会 防災士 森 哲郎 氏

５
10/ 4(金)

9:20-12:00 音楽 ・音楽鑑賞
公民館利用サークル「美奏
会」の皆様

６
11/15(金)
9:20-12:00

日常生活
（健康）

・健康を維持するための軽体
操

ＡＦＡＡ認定インストラクター

森 たか子 氏

７
12/20(金)
9:20-12:00

佐倉の歴史
（歴史・文化）

・郷土の刀剣を学ぶ
佐倉郷土刀保存会
代表兼研究員

井原 重之 氏

８
1/17(金)

8:30-17:00 校外学習 ・そなエリア東京、豊洲 他

９
2/21(金)

9:20-12:00
日常生活
（環境）

・印旛沼の生態系について
千葉県水産総合研究セン
ター内水面水産研究所
職員

10 3/21(金)
9:20-11:00

１年間のまとめ
閉講式

・閉講式

6

※基本的に、各月第３金曜日に実施します。（8月
は、休み。10月は、第1金曜日）

※原則、講座前の３０分間で班活動を実施します。
（9：20～9：50）

※受講料は、年間400円です。なお、８回目の校外
学習に参加の場合、別途、バス代・高速料金等実
費負担が必要です

※講師の都合等により、講座を中止または講座内
容を変更する場合があります

文字が小さいためPDFの別添を参照
してください
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【工夫】
●ちば電子申請サービスでの申し込みの導入
⇒市でＤＸを推進していることや、事務の効率化を図るため

●スポーツ安全保険への加入開始（任意）
⇒昨年のアンケートから、班活動中も適用となる保険加入の希望があったため

●防災関連を講義に加え、地域に還元
⇒昨今の気候変動により災害が多発していることから

●校外学習・学びあい講座の復活
⇒昨年度のアンケートや普段の受講生の声を反映した

7
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【事業の様子】

従業員オリエンテーション 8

開講式の様子

校歌の練習の様子

班活動の様子
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9

【事業の様子】

６月 佐倉の郷土の先覚者 津田梅子 ７月 ＤＸについて
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10

【事業の様子（9月 地域防災について）】

阪神淡路大震災当時の避難所の説明 イタリアの避難所の説明
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11

【事業の様子 （９月 地域防災について）】

受講生は積極的に質問！防災アプリについての説明
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その時、あなたなら どうする︖
タブレットの選択肢から回答
理髪店の室外機が落下しかけている

室内の家具が散乱している
東日本大震災時役に立ったこと

地震の大きさを体験中
回答と解説に耳を傾ける

12

【事業の様子 （１月校外学習 そなエリアでの体験の様子）】

66



【アンケート結果（抜粋11月15日実施）】
●本年度講座の内容について評価してください

良い 普通 悪い 未回答
６月 佐倉の郷土の先覚者 津田梅子 49 10 0 4
７月 ＤＸの推進について 17 20 16 10
９月 地域防災について 45 11 0 7
10月 音楽鑑賞 30 16 7 8
11月 健康を維持するための軽体操 54 6 0 3

●寿大学についてご意見等をお書きください
・班活動が目玉なので充実させてほしい
・班活動の在り方
・もう少し事前の準備に心掛けてほしい
・いつも講座を考えてくださりありがとうございます
・本日の講義は、役に立った。先生の話も分かりやすく、これから習慣にする

13
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【成果】
・９月に学習した防災について、自治会の方に話をし
広める努力をした受講生がいた

・11月に学習した健康維持の内容を、継続して実施し
ている方が多数いる

14
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【課題】
・班活動に温度差が出ている

・受講生の入れ替わりが少ないので、講義内容に
工夫が必要

・年々受講生の平均年齢が上昇し、色々な活動に支障が
出ている

15
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【今後の展望】
・班活動の見直しを行う

・「きっかけづくり」のため、色々なジャンルの講座を
提供していく

・「地域防災組織の立ち上げ」に向け、支援を行う

16
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□Ｎ□Ｅ□Ｇ□Ｏ□Ｕ□Ｋ□Ｏ□Ｔ□Ｏ□Ｂ□Ｕ□Ｋ□Ｉ□Ｄ□Ａ□Ｉ□Ｇ□Ａ□Ｋ□Ｕ□

ご清聴
ありがとうございました
□Ｕ□Ｋ□Ａ□Ｇ□Ｉ□Ａ□Ｄ□Ｉ□Ｋ□Ｕ□Ｂ□Ｏ□Ｔ□Ｏ□Ｋ□Ｕ□Ｏ□Ｇ□Ｅ□Ｎ□

17

５０周年記念で受講生から贈呈された柱時計
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令和６年度『根郷寿大学』 講座予定表 

     

回 日時 学習テーマ 学習内容 講 師 

１ 
５/17(金) 

10:00～12:00 

開講式 

オリエンテーション 

・日程説明 

・校歌の練習 

・班長（副班長）の選出 

公民館利用サークル

「シニアコーラス

根郷」の皆様 

２ 
６/21(金) 

9:20-12:00 

佐倉の歴史 

（歴史・文化） 

・佐倉の郷土の先覚者 

津田梅子 

元根郷小学校長 

諸根 彦之 氏 

３ 
7/19(金) 

9:20-12:00 

日常生活 

（情報） 

・ＤＸの推進について 

（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ 

→ﾃﾞｼﾞﾀﾙ技術） 

株式会社ディーシ

ーエム 社員 

４ 
9/20(金) 

9:20-12:00 

日常生活 

（防災） 
・地域防災について 

根郷小学校区まちづ

くり協議会 防災士 

森 哲郎 氏 

５ 
10/ 4(金) 

9:20-12:00 
音楽 ・音楽鑑賞 

公民館利用サークル

「美奏会」の皆様 

６ 
11/15(金) 

9:20-12:00 

日常生活 

（健康） 

・健康を維持するための軽体 

操 

ＡＦＡＡ認定インストラクター 

森 たか子 氏 

７ 
12/20(金) 

9:20-12:00 

佐倉の歴史 

（歴史・文化） 
・郷土の刀剣を学ぶ 

佐倉郷土刀保存会 

代表兼研究員 

井原 重之 氏 

８ 
1/17(金) 

8:30-17:00 
校外学習 ・そなエリア東京、豊洲 他  

９ 
2/21(金) 

9:20-12:00 

日常生活 

（環境） 
・印旛沼の生態系について 

千葉県水産総合研

究センター内水面

水産研究所 職員 

10 
3/21(金) 

9:20-11:00 

１年間のまとめ 

閉講式 
・閉講式  

 

※基本的に、各月第３金曜日に実施します。（8 月は、休み。10 月は、第 1 金曜日） 

※原則、講座前の３０分間で班活動を実施します。（9：20～9：50） 

※受講料は、年間 400 円です。なお、８回目の校外学習に参加の場合、別途、バス代・

高速料金等実費負担が必要です 

※講師の都合等により、講座を中止または講座内容を変更する場合があります 
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【公民館による事業評価】

《判定例》
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ
Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ or

Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

ジャンル 家庭教育　　　　・　　　　青少年教育　　　　・　　　　成人教育　　　　・　　　　団体育成

日程
令和６年９月28日～29
日、10月４日～６日

講師 参加費

実際生活に即する教育　・　学術及び文化に関する各種の事業　（社会教育法第20条「公民館の目的」より）

住民の教養の向上　・　健康の増進　・　情操の純化　（社会教育法第20条より）

生活文化の振興　・　社会福祉の増進　（社会教育法第20条より）

事業分類

事業意図

事業目的

事業名 2024志津公民館まつり

志津 公民館 №【公民館作成】　事業評価資料　　

（参加サークル募集）市ホームページ、館内
ポスター掲示、申込書配布
（イベント周知）こうほう佐倉・市ホーム
ページ・佐倉市LINE・館内ポスター掲示、チ
ラシ配布・公民館だより等

趣旨
○これまで公民館を利用していない人に向けて、公民館に足を運ぶきっかけをつくる。
○サークルを探している方と既に活動しているサークルの出会いの場とする。
○志津公民館で学んでいるサークルの活動を知ってもらい、公民館活動と地域活動の輪を広げる。

内容

○エキシビション（展示）
・原則として志津公民館内の掲示板及び必要に応じて会議室で行う。
・掲示板で展示する場合は１０月１日（日）から３１日（火）まで展示可能とする。
・なるべく当該サークルから２～３名が会場に常駐し、見学者に対して紹介や案内の対応をする。

○パフォーマンス（演奏・演技）
○その他（講演・体験等）
　・原則として志津公民館内の会議室で行う。
　・なるべく来館者が体験できる内容での実施とする。
　・見学者等への対応は当該サークルが行う。

対象者 志津公民館利用サークル
参加者数
(延べ）

７７０人 募集方法

成果

○会場設営など、基本的に主催者と参加サークルが積極的に行動するよう促した。
○西志津ふれあいセンターを会場とするプレイベントに参加するサークルは、会場設営、当日受付、案内に参加した。
○高校生の発想を活かしたまつりの雰囲気をそのままプログラムの表紙で飾り、その緻密なイラスト画で描かれたプログラム
は参加サークル及び地域の方から好評であった。

課題
エキシビション（展示）への参加サークルが少なかった。パフォーマンス（演奏・演技）サークルの参加が増えた場合、割り
当て時間などの調整が困難となることから、まつり会場の工夫が求められている。

評価 視点項目

必要性

優先性

公平性

有効性

効率性

総合評価 A

工夫

令和６年度「志津公民館まつり」参加の状況を取りまとめた結果、志津公民館の大会議室の使用希望が多く調整が困難だった
ため、志津公民館まつりの１週間程度前に、西志津ふれあいセンターでプレイベントを行い、一部の参加サークルについては
プレイベントとして、志津公民館まつりの宣伝を兼ねて参加していただいた。また、公民館事業の活性化を図るため、若い世
代に関心をもってもらえるよう工夫した。高校との連携した事業に取り組み、パンフレットの表紙イラストを佐倉西高校美術
部に依頼した。

　A：適切で成果が得られている。　　　　B：課題あり、成果はある程度ある。
　C：課題あり、成果があまりない。　　　D：成果が得られていない。

A

A

A

A

B

・公民館が行う必要があるか。　　　　　　・目的や役割が薄れていないか。
・市民や利用者のニーズに合っているか。　・事業の休止・廃止した場合の影響は大きいか。

・事業の優先度は高いか。

・対象者に情報は流れているか。　　　　　・受益者負担はあるか(実費・教材費）

・期待通りの成果が得られているか。
・さらに成果を高めるためにやり方の見直しは必要か。　　・市民の満足度は高いか。

・事業の効率性はどうか。　　　　　　　　・他事業との統合は考えられるか。
・事業運営に学習者が参画しているか。

次年度展望 ② 　①：事業拡大　　　　　　　　　　　　 ②：現状規模で継続　　　　　　　③：事業縮小
　④：目的達成により終了　　　　　　　 ⑤：統合・改善・その他

　　良い　 　A　　　B　　　C　　　D　    良くない

特記

《凡例》
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2024志津公民館まつり

志津公民館 菅沼 京子

団体育成事業

令和6年度 佐倉市公民館運営審議会事例発表会
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Trey
r e s e a r ch

■なんのために公民館があるのか、サークル活動活性化が必要なのか、まつりというイベントの原点に立ち返る

2

1974年
昭和４９年
（第１回）

準備段階から多くの関係者の方が関わって開催していた。
地域住民から親しまれ、公演・演奏、作品展示などを行っている。
サークルが学習内容の紹介、成果の発表、新しい仲間への呼びかけ、住民の交流を深める機会とする。

1984年
昭和59年
（第11回）

実施方針
（1）参加内容の見直し➾翌年の方針に〘何故これをするのか〙の一文が書き加えられた。
（2）すべての公民館利用グループへの参加呼びかけ
（3）作品販売バザーコーナーの設置➾翌年の方針に〘バザーではなく〙の一文が書き加えられた

1987年
昭和62年
（第14回）

この年の委託金は、15万円から20万円増額となった。（翌年は30万円であったが諸事情により祭は中止）
実施方針
（1）公民館祭に相応しい内容を各グループが検討
（2）すべての公民館利用グループに参加を呼びかけ

1991年
平成3年
（第18回）

この年の委託金は、30万円から35万円増額となった。実施方針
（1）公民館祭に相応しい内容を各グループが検討
（2）すべての公民館利用グループに参加を呼びかけ
（3）地域に還元できる形を考える➾この一文が追加された。

1993年
平成5年
（第20回）

実行委員会構成団体が100団体以上になり、健康管理センター志津分室を増やした。➾後に西志津ふれあいセンター
も利用する規模となっていく

開始から約１０数年の昭和60年
代。【祭色＝祭食】が強くなり、
参加者が増え、規模も拡大！！
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3

1995年
平成7年

（第22回）

志津公民館全室及び駐車場、西志津ふれあいセンター会場。西志津ふれあいセンターでは、展示9団体、講演1団体
が利用していた。
翌年、138団体地域住民から親しまれ、公演・演奏、作品展示などを行っている。

2000年
平成12年
（第27回）

実施方針
３会場から２会場に戻して開催。夜間に発表をするグループが無く、昼間だけの開催となった。フリーマーケットの催しも
のもあった。

2003年
平成15年
（第30回）

３０周年記念行事（こどもの体験コーナー、佐倉音頭、アコーディオンで歌うなど）もあり、参加者２０００人越えで
盛況に行われた。運営委員会のあり方や各係の仕事の見直しが課題となっていく。
運営委員会（庶務係・駐車場係・広報係・休憩所係）のほかに会場ごとの取りまとめ役として、責任者や協力者が必
要との流れで、新組織体制で動きだす。２年後参加団体は、減った。参加団体の高齢化が進んでいる。

2006年
平成18年
（第33回）

委託金は、20万円となった。団体数と来場者の減少が続いている。現状と今後の見通しに見合った公民館祭のあり方
を検討する必要性を感じている。

2008年
平成20年
（第35回）

参加団体の伸び悩み、来場者数の減少傾向、（こどもの参加が少ない）などの課題が残る。開催時期の見直しや小
中学生の参加よびかけを行うなど、地域住民や参加団体からみて、魅力ある公民館祭となるよう企画運営について創
意工夫をしていく必要があると感じている。
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4

歴史の背景にあったもの 〜公民館サークルの活動の必要性を考える〜

年に一度の晴れ舞台︕志津公民館祭
【志津公民館祭】とはいったい何でしょうか。
開始から約１０数年の昭和60年代。【祭色＝祭食】が強くなり、参加者が増え、規模も拡大していきます。一方で、実施
方針に参加内容の工夫と見直しの声が上がっていきました。

コロナ禍による隔絶の時を超え…
令和2〜4年の間は、従来の祭りのイメージを変えることを模索し、３年ぶりに開催したまつりは、【令和５年度志
津公民館サークルふれあいまつり】として、時代に即した新たな形で開催しました。実施方針には、新しい生活様
式に即した形で行うこととし、サークル活動の発表の場の提供をし、地域の方に活動を知っていただく機会である
ということをもちかけて、まつり参加への理解を図りました。

【令和５年度志津公民館サークルふれあいまつり実施方針】
・これまで公民館を利用していない人に向けて、公民館に足を運ぶきっかけをつくる。
・サークルを探している方と既に活動しているサークルの出会いの場とする。
・志津公民館で学んでいるサークルの活動を知ってもらい、公民館活動と地域活動の輪を広げる。

「志津公民館まつり」をきっかけに出会いが生まれるか︖
志津公民館まつりに主体的に参加しようという意欲をもってくれるようになりまし
た。参加団体も増えたため、発表系の催しを行うサークル会場を西志津ふれあいセ
ンターで行いました。
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時間と場所
決めのポイント

令和６年度「志津公民館まつり

5

■令和６年度志津公民館まつり の会議を実施
⌛６月６日（木）
・令和６年度「志津公民館まつり」参加団体(38団体)
・令和６年度志津公民館まつり実行委員
実行委員長(１名)、副実行委員長(2名)、参加サークル責
任者（役員以外）
・エキシビジョン（展示）は、廊下の掲示板または２
階の会議室を使用する形で考え、どのような展示をし
たいのか、場所はどこにするのかなどを、参加サーク
ル責任者同士で話合い。
・パフォーマンス（演奏・演技）を予定しているサー
クルは、何人でどのような内容を発表したいのかサー
クルの責任者同士で話合い。

■令和６年度志津公民館まつり総会を実施
⌛７月１１日（木）

・事業の呼び名を2024志津公民館まつりとする。
・各サークルの時間割り部屋割りの調整をする。
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大会議室の使用希望が多く、調整が困難であったため、
志津公民館まつりの１週間程度前に、西志津ふれあいセ
ンターを会場として、プレイベントを行うこととした。
「2024志津公民館まつり」は、西志津ふれあいセンター
と志津公民館の２か所で実施した形となった。
プレイベント会場では、８つのサークルが参加し、広い
ステージとカラフルな照明効果の中、ギターやオカリナ、
手話ダンス、マジックショーを披露。

6

２０２４志津公民館まつりは２つの会場で実施

プレイベント開催
（9/28.9/29）
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佐倉西高等学校
森 仁海（もり ひとみ）

この作品では、画面の中を
様々な絵柄や模様を全体に
書きました。初めはもう少
し大きく絵を描く予定でし
たが、描いていく中でどん
どん楽しくなっていき、気
づいたら絵になっていまし
た。

志津公民館まつり開催
（10/4.10/5.10/6）

1人でも多くの方に笑顔になってもらいたい

7フッターを追加

佐倉西高校との連携事業

パンフレットの表紙イラ
ストを佐倉西高校に依頼
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Trey
r e s e a r ch

こどもたちだって参加できることもある
〜2024志津公民館まつりの自分たちで楽しい催しを考えたり実現したりしたい〜
参考写真:９月２８日（土）_手話ダンスロード

8

夏休みに手話ダンスを学んでくれたこどもたちの中
から有志が練習の成果をみせくれました
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Trey
r e s e a r ch

サークル活動が好き、その楽しみや魅力を誰かにつたえてみませんか︖

・今年はまつりがあるというので遊びにきました。
・先週のプレイベントを見て来た。すごくよかった。
・こうやって、サークル活動を見られるのっていいですね。
・すてきな演奏が聴けてよかった。
・サークルに入ってみたくなった。
・館に始めて来たけどきれいな建物ですね。

地域住民の声

• 2024志津公民館まつりの参加サークル写真展(１０月)

■令和６年度志津公民館まつり会議（報告会)を実施
⌛１２月１２日（木）

9
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Trey
r e s e a r ch

参考写真:10月4日（金）_佐倉S.T.T.同好会

? 1 チラシや配架物の効果と作り手の負担

2 まつりの認知度をあげる
・催しの風景を知るには「親しみを感じてもら
いましょう。」ということで参加型のイベント
を効果あり。リアルに触れ合える場を作ってい
くことは、やりがいや使命感を持って向き合え
ます。

・参加へのハードルを下げる
・サークルメンバーの世代交代を進める

10

「2024公民館まつり」
実行委員会と参加団

体のPR

#もっとPRじょうずな公民館

佐倉市の広報や公民館だより、
SNSは興味を持っている人は
見るけれど、気軽に情報を得た
いと思っている人もいます。

事業の棚卸しも必要3

・うまく作れるか自信がない
・パソコン操作が苦手
・忙しくて時間がない

#継承とモチベーション

・参加団体の代表者で構成
された実行委員会方式

・サークルが主役になれる
ような雰囲気づくり

課題
〜３つの要因〜
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【公民館による事業評価】

《判定例》
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ
Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ or

Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

ジャンル 家庭教育　　　　・　　　　青少年教育　　　　・　　　　成人教育　　　　・　　　　団体育成

日程
令和６年　８月２１日
令和６年１２年２１日

講師 かたりべの会 参加費 無料

実際生活に即する教育　・　学術及び文化に関する各種の事業　（社会教育法第20条「公民館の目的」より）

住民の教養の向上　・　健康の増進　・　情操の純化　（社会教育法第20条より）

生活文化の振興　・　社会福祉の増進　（社会教育法第20条より）

事業分類

事業意図

事業目的

事業名 おはなし会

臼井 公民館 №【公民館作成】　事業評価資料　　

こうほう佐倉
チラシ配布

趣旨
子供たち向けに、すばなしと絵本の読み聞かせ等によるおはなし会を実施することで、本の世界に親しむと
ともに豊かな感受性を育むことを目的とする。

内容 すばなし、絵本の読み聞かせ等によるおはなし会。

対象者 幼児から一般（保護者）
参加者数
(延べ）

第１回　４０人
第２回　３１人

募集方法

成果
本に親しむことで、想像力・知的好奇心が育つ　集中力がつく　など様々な影響が生じる。
おはなし会での読み聞かせに直に触れて、良い読み方を感じてもらい、家庭でも読み聞かせ行ってもらうこ
とで親子のコミュニケーションが深まる。

課題
公民館事業費が削減されているため、講師謝礼の減額や公民館事業実施回数などの縮小について検討が必要
となっている。

評価 視点項目

必要性

優先性

公平性

有効性

効率性

総合評価 A

工夫
参加者の興味・関心が途切れないよう、すばなし、絵本の読み聞かせ、テーブル人形劇などを取り交ぜ進行
している。
事業の実施時期に合わせた内容の話を選定している。

　A：適切で成果が得られている。　　　　B：課題あり、成果はある程度ある。
　C：課題あり、成果があまりない。　　　D：成果が得られていない。

A

A

B

A

A

・公民館が行う必要があるか。　　　　　　・目的や役割が薄れていないか。
・市民や利用者のニーズに合っているか。　・事業の休止・廃止した場合の影響は大きいか。

・事業の優先度は高いか。

・対象者に情報は流れているか。　　　　　・受益者負担はあるか(実費・教材費）

・期待通りの成果が得られているか。
・さらに成果を高めるためにやり方の見直しは必要か。　　・市民の満足度は高いか。
・事業の効率性はどうか。　　　　　　　　・他事業との統合は考えられるか。
・事業運営に学習者が参画しているか。

次年度展望 ② 　①：事業拡大　　　　　　　　　　　　 ②：現状規模で継続　　　　　　　③：事業縮小
　④：目的達成により終了　　　　　　　 ⑤：統合・改善・その他

　　良い　 　A　　　B　　　C　　　D　    良くない

特記

《凡例》
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家庭教育事業
『おはなし会』

臼井公民館
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事業の概要

 期日 令和6年8月21日（水）10時30分〜11時30分
「夏のこわ〜いお話会」

令和6年12月21日（日）10時30分〜11時30分
「親子で楽しむ冬のおはなし☆たからばこ」

 会場 臼井公民館
 対象 幼児から一般（保護者）
 講師 かたりべの会
 内容 すばなし、絵本の読み聞かせ、テーブル人形劇 など
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すばなし と 絵本の読み聞かせ

 すばなし（素話）

絵本や紙芝居などといった小道具を
一切使わずに話す素朴なお話。
絵を頼りに話を理解することができな
いので、集中して聞くようになる。
語り手と聞き手の間に本がないので、
聞き手の反応がすぐにわかる。
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すばなし と 絵本の読み聞かせ

 絵本の読み聞かせ

物の名前や色を学習しやすい。
きれいな絵を見て感性が豊かになる。
絵本が好きになる。
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事業の目的

 子どもたち向けに、すばなしと
本の読み聞かせ等による
おはなし会を実施することで、
本の世界に親しむとともに
豊かな感受性を育むことを
目的とする。
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広報

 こうほう佐倉へ掲載
 市内公民館・図書館にチラシ配布
 近隣の小学校にチラシ配布
 近隣の保育園、幼稚園にチラシ配布
 ポスター掲示
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広報（チラシ）
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事業の様子（準備）
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事業の様子
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事業の様子
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事業の様子
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工夫

 子どもたちを飽きさせないために
すばなしや、絵本の読み聞かせのほか、テーブル人形劇などを
取り交ぜ、子どもの興味・関心が途切れないように進行した。

 おはなし会での本の紹介（貸し出し）
おはなし会で話した本を展示し、紹介するとともに家庭でも
読み聞かせが行えるよう、公民館図書室で貸し出しを行った。
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参加状況

令和6年8月21日（水）
「夏のこわ～いお話会」

参加者数 ４０人

令和6年12月21日（日）
「親子で楽しむ冬のおはなし☆たからばこ」

参加者数 ３１人
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成果（効果）

《成果（効果）》
 本に親しむことで、想像力・知的好奇心が育つ 集中力がつく
など様々な影響が生じる。
 おはなし会での読み聞かせに直に触れて、良い読み方を感じて
もらい、家庭でも読み聞かせ行ってもらうことで親子の
コミュニケーションが深まる。
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課題

《課題》
 公民館事業費が削減されているため、講師謝礼の減額や
公民館事業実施回数などの縮小について検討が必要と
なっている。
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